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1 . は じ め に

19世紀 ヨ ー ロ ッ パで、 は 、 過去の 音楽 を 復興 し よ う と す る 動 き が し だ い に 高 ま っ て い っ た
が、 実践の あ り か た は フ ラ ン ス と ド イ ツ で は著 し い 違 い を 見せ た 。 ド イ ツ で は 、 「バ ッ ハ復
活」 が19世紀の過去の 音楽の復興の中心 と な っ て い た の に対 し 、 大崎氏 に よ れば、 フ ラ ン ス
で は 「民族の英雄 と し て のバ ッ ハ と い う 中心 を 欠い て 」 い た ため、 む し ろ 、 過去の 音楽の復
興は、 「間口の広い、 そ の代わ り に テ ン ポ は遅い が地道な も の」 と な っ た と い う 〔大崎 ： 122 〕 。

そ れで は 、 実 際 に、 当 時の フ ラ ン ス で は 、 過去の 音楽 は どの よ う な 経過 を 辿 っ て 復興 さ
れ た の だろ う か。 こ の小論は 、 19世紀前半の フ ラ ン ス で、 「歴史的演奏会」 を 組織 し て 古楽
の復興に決定 的 な 役割 を 果 た し た フ ラ ン ソ ワ ・ ジ ョ ゼフ ・ フ ェ テ ィ ス （ 1784-1871） と 、
フ ェ テ ィ ス に 先立つて 古楽演奏会 を 組織 し 、 過去の音楽 に対す る 関心 を フ ラ ン ス の聴衆た
ち の 聞 に呼び起 こ し た ア レ ク サ ン ド ル ・ シ ョ ロ ン （1771-1834）の活動 に 焦点 を あ て 、 フ ラ
ン ス での過去の音楽の復活過程 を 明 ら か に し よ う と す る も の で あ る 。

2 . シ ョ ロ ン

2 • 1 . 出版活動

シ ョ ロ ン は フ ラ ン ス の最初期の音楽史家で あ っ た。 実践派の彼は、 イ ギ リ ス のパー ニ ー
や ホ ー キ ン ス 、 ド イ ツ の フ ォ ル ケ ル など、 外国の 先達 た ち の研究 を 参考 に し な が ら 、 可能
な 限 り 過去の 音楽の楽譜に 目 を 通 し 、 そ の復興に全力 を 傾け た。

シ ョ ロ ン が ま ず手がけ た の は 、 過去の 巨匠た ち の作品 の 出版だ っ た 。 す で に 1805年頃か
ら 、 シ ョ ロ ン は 「 ク ラ シ ッ ク 音楽作品全集」 と 銘打っ た大規模な 出版の企画 を 立 て 、 フ ラ
ン ス で未 出版の世俗作品 と 宗教作品 を 網羅 し た楽譜集 を 出版 し よ う と し て い た。 〔Mongre-
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<lien : 194〕 そ の計画 に よ れば、 デュ ラ ン テ 、 レ オ 、 ペル ゴ レ ー ジ、 ヨ メ リ 、 チ マ ロ ーザ、
へ ン デル、 ハ イ ド ン な どの作曲家の名前が上がっ て い た。 こ の作品全集の 第 1 回配本は1809
年 ま た は10年 に 出版 さ れ、 そ れ に は 7 作品が含 ま れて い た。 内容は 、 モ ー ツ ア ル ト の 『交
響曲 ト 短調」 と レ オ 、 ジ ョ ス カ ン 、 パ レ ス ト リ ー ナ、 ヨ メ リ の 宗教作品計 6 曲 で、 作曲者

と 彼 ら が生 き た 時代 に つ い て の 解説が添付 さ れ る な どの配慮がな さ れ て い た。 パ レ ス ト
リ ー ナ を 例に と れば、 当 時の フ ラ ン ス に は ほ と ん ど楽譜がな く 、 パ リ 音楽院の 図 書館や国

立図書館 さ え 、 一点 も 所蔵 し て い な か っ た と い う 状況だっ た だ け に 、 シ ョ ロ ン の 出版企画
は 実 に斬新だ っ た 。 し か し 、 こ の企画 は時代 に 先行 し す ぎ た た め か 、 資金難 に 陥 り 、 第 1
回 配本が最初で最後の も の と な っ た。

し か し 、 過去の音楽の真価 を 伝え よ う と す る シ ョ ロ ン は 、 181かー11年 に か け て 、 フ ァイ

ヨ ル と 協力 し て 「音楽家事典 Dictionnaire historique des musicienむ を 刊 行 し 、 楽譜出
版 と は 別 の 角 度か ら 、 過去の音楽 に つ い て の知識 を 広め た。 1814年、 王政復古に よ っ て ル
イ 18世が王位 に つ く と 、 シ ョ ロ ン の 活動は政府の広範な支持 を 得 る よ う に な っ た。 王政の

復古思想に、 過去の偉大な 音楽の復活 を めざす シ ョ ロ ン の思想、 は合致す る も の だ っ た か ら

で あ る 。 ま た、 時代的 に も 、 考古学 を はじめ、 さ ま ざ ま な分野で、 過去の も の に対す る 興
味が高 ま っ た 時期 で あ っ た。 王政復古下の1817年、 シ ョ ロ ン が聞 い た 「初等歌唱 学校
Ecole primaire de chant」 は、 政府の手厚い保護を 受 け て 勢力 を 拡大 し て い き 、 や が て パ

リ 音楽院の ラ イ ヴ ア ル校 と な っ た。 こ の 音楽学校 は名称がたびたび変わ り 、 1820年 に は 「王

立特別歌唱学校 Ecole royale et speciale de chant」 、 1825年 に は 「王立宗教音楽学校
Institution royale de Musique religieuse」 、 さ ら に 、 1830年 に は 「王立古典音楽学校
Institution royale de Musique classique」 と い う 名称 に な っ た 〔Pistone : 40〕 。 そ の 目 的 と
す る と こ ろ も 変化 し、 「王立特別歌唱学校」 の場合、 パ リ の歌劇場の合唱団員 を 養成 す る こ
と だ っ た の に対 し 、 1825年の 改組に 際 し て は、 大革命以来伝統が途絶 え て い た教会音楽家
を養成 す る こ と が第一の 目 的 と さ れた。 シ ョ ロ ン がめざ し て い た の は教会音楽の伝統 を 復
興す る こ と だ っ た。 当 時の フ ラ ン ス の ミ サ 曲 は シ ョ ロ ン の 目 か ら 見 れば、 ま っ た く 宗教的

な性格を も た ず、 世俗的 で劇的であ る と 思 わ れ た の で あ る 。 シ ョ ロ ン の 理想 と す る 教会音
楽の形式 は ア ・ カ ペ ラ 様式 だ っ た が、 こ れは、 オ ペ ラ か ら 大 き な影響 を 受 け て い た 当 時の
実際の フ ラ ン ス の 宗教音楽の あ り か た と は真向か ら 対立す る も の で あ っ た。 そ う し た状況

に異議 を 唱 え る シ ョ ロ ン は、 過去の す ぐ れた宗教音楽 を 世 に知 ら せ る た め、 シ ョ ロ ン は、

自分の 学校の生徒た ち に よ る 合唱団 を 組織 し 、 古楽実践の 試み を 広げて い っ た の で あ る 。

こ こ で、 シ ョ ロ ン は 、 再ぴ楽譜の 出版 に 乗 り 出 し た。 自分の 学校の生徒た ち の レパー ト
リ ー の拡充の た め 、 1820年以後、 イ タ リ ア の過去の 宗教音楽 を 集め た 曲集 を 出版、 1826年 に
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は 「宗教音楽 ジ ャ ー ナ ル Journal de musique religieuse」 、 1828年 に は 「教会音楽 ジ ャ ー

ナ ル Journal de chant et musique d’匂lise」を 発刊 し た。 後者 に お い て は、 18世紀末か ら
19世紀初期の ド イ ツ の 宗教音楽が収め ら れて い た。 こ う し た 出版 は 、 当 時の 一 般的 な フ ラ
ン ス の 宗教音楽が同時代のご く 限 ら れた レパー ト リ ー し か も っ て い な か っ た こ と を 考慮す
れば、 驚 く ほど時代的 に も 地域的 に も 国 際色豊 か な も の だ っ た。 し か し 、 シ ョ ロ ン は 、 こ
う し た 多 彩 な 宗教音楽 を 出版す る だ け に と どめず、 公開演奏 を 行 う 試み を 行 っ た。 こ の 実
践 に よ っ て 、 当 時の フ ラ ン ス の音楽生活、 ひい て は、 音楽趣味に劇的 な 変化が も た ら さ れ
た の で あ る 。

2 • 2 . 過去の宗教音楽の復活演奏

1822年以降、 シ ョ ロ ン は 、 自分の 学校の生徒 に よ る 合唱 を 使 っ て 、 限 ら れた 聴衆 を 対象
と し た私的な形で、 過去の 巨匠た ち の作品 を 演奏 し て い た が 〔Wangerm白 1948 : 186〕 、
1824年 に は、 ソ ル ボ ン ヌ 大学の教会の毎日曜の ミ サ で、 自分の 学校の合唱団 を 歌わせ る こ

と に し た。 こ こ で は シ ョ ロ ン が20年来 さ ま ざ ま な形で出版 し て き た作品が演奏 さ れ、 多 く

の聴衆 を 集 め た 。 こ れは 、 フ ラ ン ス で、 歴史的 な意識を も っ て 、 過去の 音楽 を 復興 さ せ る
演奏会の はじめ て の 試み と な っ た。

ソ ル ボ ン ヌ の ミ サ／演奏会が成功 し た こ と に勇気づけ ら れた シ ョ ロ ン は、 1827年以降、

さ ら に こ の形 を 発展 さ せ、 ヴ ォ ー ジ ラ ー ル通 り の自校 に お い て 、 学生に よ る 定期 的 な 公開
演奏会 を 開 く よ う に な っ た。 こ の公開演奏会は 1 年の う ち の 6 か 月 、 2 週間に 1 回 、 木曜
日 に 聞 か れ、 そ こ で は 、 ジ ョ ス カ ン 、 パ レ ス ト リ ー ナ 、 ジ ャ ヌ カ ン などの 「遠過去 」 の作
曲家の作品 は も と よ り 、 18世紀か ら 19世紀初頭 に か け て の ド イ ツ や イ タ リ ア の 「近過去」
の作曲家の作 品 な ど、 多 く の過去の音楽の フ ラ ン ス 初演が行 わ れ た 。

こ の公開演奏会は 開始後ほどな く 、 多 く の聴衆を 集め、 そ・の 数 は会場 に 入 り き ら な い ほ
どだ‘ っ た 。 各演奏会は 、 通常 2 部か ら な り 、 第 1 部 で は 、 マ ド リ ガル、 モ テ ッ ト 、 詩篇曲

な どの小曲 が い く つ か、 そ し て 、 第 2 部で、 ミ サや オ ラ ト リ オ などの大規模な声楽作品が
演奏 さ れた。 1827年 2 月 22日に聞かれた第 1 回 の コ ン サ ー ト を 例に と れば、 第 1 部 で、 モ ー
ツ ア ル ト 、 フ ォ ー グ ラ 一 、 ハ イ ド ン 、 パ レ ス ト リ ー ナ 、 マル チ ェ ッ ロ の作品が、 第 2 部で
は 、 へ ン デル の 『 メ サ イ ア 』 の抜粋が ラ テ ン語で演奏 さ れて い る 。 〔Mongredien : 196〕 こ
の と き 以来、 フ ラ ン ス で は 、 パ レ ス ト リ ー ナ と へ ン デルが、 人々の関心 を 集め る 存在 と な っ
fこ。

こ う し て 、 フ ラ ン ス に お い て 過去の 音楽の復興を 目 的 と し た公開演奏会は 、 声楽の 宗教
作品か ら 始 ま っ た わ け で あ る が、 王政復古の体制の も と で飛躍 を 遂げた シ ョ ロ ン の 活動は

- 33 -



井 上 さ っ き

1830年の 7 月 革命に よ っ て 、 翼 を 折 ら れ る 運命にあ っ た。 新体制に よ っ て補助金を 大幅に
削減 さ れた シ ョ ロ ン の 学校 は 、 ほ と んど活動不可能 と な り 、 1834年、 シ ョ ロ ン の死 と と も
にそ の歴史 を 閉じた 位 1) 。 し か し 、 古楽実践に対す る 興味は、 フ ェ テ ィ ス に よ っ て 受 け つ
がれ、 ほどな く 、 よ り 体系的な演奏会シ リ ー ズが生 ま れ る こ と にな っ た。

3 . フ ェ テ ィ ス

3 • 1 . フ ヱ テ ィ ス の意図

シ ョ ロ ン の古楽演奏会の シ リ ー ズが始 ま っ て 2 年後の 1829年、 ド イ ツ でメ ン デル ス ゾー
ン に よ る バ ッ ハの 『マタ イ 受難曲』 の復活演奏が成功 し 、 古楽復興の動 き は 加速 し て い っ
た 。 当 時、 パ リ 音楽院図書館の 司 書の地位にあ り 、 そ の傍 ら 、 音楽雑誌 「lレ ヴ ュ ー ・ ミ ュ
ジ カ ル Revue musicale」 を 刊行 し 、 音楽批評家 と し て も 健筆 を ふ る っ て い た フ ェ テ ィ ス
は、 シ ョ ロ ン や メ ン デルス ゾー ン の 活動に触発さ れ、 み ず か ら 古楽復興の実践に と り か か っ
た。 彼 は 、 シ ョ ロ ン の コ ン セ フ ト を さ ら に広げ、 よ り 体系的学問 的に発展 さ せ た 「歴史的
演奏会 Concert historique」 の シ リ ー ズ を 1832年か ら 始 め た の で あ る 。 同時代の批評家ア
リ ス テ ィ ー ド ・ フ ァ ラ ン ク Aristide Farrencの 言 い 方 を 借 り る な ら ば、 フ ェ テ ィ ス は 「歴史
的演奏会」にお い て 、 作品 を ジ ャ ン ルや、 時代に よ っ て 分類 し 、 年代順に並べ る こ と に よ っ
て 、 芸術の進化や変化 を 示そ う と し た の だ っ た 〔France musicale, 20 mai 1855〕 。 言 い換
え れば、 シ ョ ロ ン が過去の 名 曲 を い わ ば脈絡な く 並べて い た のに対 し 、 フ ェ テ ィ ス の場合
は 、 各回がそ れぞれの テ ーマに基づ き 、 し か も 曲 目 が歴史的 な視点に沿っ て 並べ ら れて い
る と い う 、 当 時 と し て は き わ め て 斬新な 方式に基づい た演奏会 を 聞 い た の で あ る 。

こ う し た新 し い コ ン セ プ ト に基づい た古楽演奏会を企画 し た フ ェ テ ィ ス の意 図 は 、 「芸術
は進化す る わ け で は な い 。 変容す る だ け で あ る 」 と い う フ ェ テ ィ ス の持論 〔Wangerm白

1951 : 266〕 を 実際の例を 示す こ と に よ っ て 、 聴衆に納得 さ せ る こ と だ、 っ た。 フ ェ テ ィ ス は、
美的価値は相対 的 な も の で あ る と い う 信念を 終生 も ち つ づけ た が、 こ れは、 19世紀初期に
あ っ て は、 非常に革新的 な考 え 方だ‘っ た。 時代が下 っ て 今世紀に入 っ て も 、 過去の 音楽研
究者の 聞にお い で さ え 、 過去の音楽 を 研究すればす る ほど現在 の 音楽の優位性が立証で き
る と い う 進歩史観的 な 意識が支配的 だ っ た か ら で あ る 〔Haskell : 21  お よ び 大崎 ： 40

-42〕 。 演奏会 を 聞 く に際 し て 、 フ ェ テ ィ ス は過去の名 曲 を た だ羅列 す る の で は な く 、 持論
の 展開に役立つ実例を 集め、 そ の歴史的 な意義を み ず か ら 講演す る こ と に よ っ て 聴衆に理
解 さ せ よ う と し た 。 そ の意味で、 フ ェ テ ィ ス の 「歴史的演奏会」 は 、 現代的 な 言 い 方 を す
る な ら ば、 すべて 、 レ ク チ ャ ー ・ コ ン サ ー ト だ っ た。

フ ェ テ ィ ス の 「歴史的演奏会」 にお い て 、 聴衆は、 シ ョ ロ ン の演奏会の と き の よ う に、
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過去の 名 曲 を 単純 に鑑賞すれば よ い と い う わ け に は い か な く な っ た。 そ れぞれの作品 は 、
フ ェ テ ィ ス の レ ク チ ャ ー に従っ て 、 歴史の 展開のひ と こ ま と し て と ら え ら れな ければな ら
な い 。 大崎氏 に よ れば、 音楽聴の あ り 方 は19世紀の後半 に次第 に 転換 し 、 音楽は理解すべ
き 対象 と な っ た と い う が 〔大崎 ： 106〕 、 フ ェ テ ィ ス の 「歴史的演奏会」 は 、 音楽聴の あ り
か た の 変化 を う な が し た最初期 の 試み だ っ た と い え よ う 。

フ ェ テ ィ ス は そ の生涯 に 、 か な り 多 く の 「歴史的演奏会」 を パ リ やブ リ ュ ッ セ ルで組織
し た が、 そ の な か で最 も 重要 な の は、 1832年か ら 34年 に か け て 5 回 に わ た っ て 聞か れ た、
第 1 期 の 「歴史的演奏会」 だ っ た。 こ こ で、 第 1 期の 5 回 の 演奏会 を 詳細 に見 て い く こ と
に し よ う 。

3 • 2 . 第 1 回 「歴史的演奏会」

第 1 回の 「歴史的演奏会」 は、 1832年 4 月 8 目 、 パ リ 音楽院の ホ ー ルで行われた。 テ ー
マは 「 オ ペ ラ 史」 。 全体は 3 部 に分かれ、 第 l 部 は 「 オ ペ ラ の 起源 と そ の 発展、 1581年以降
1650年 ま で」 、 第 2 部 は 「1650年以降1750年 ま での イ タ リ ア 、 フ ラ ン ス 、 ド イ ツ に お け る オ
ペ ラ の 発展」 、 第 3 部 は 「1760年以降1830年 ま での劇音楽 に お け る 革命」 と い う 組立 に な っ
て お り 、 各部 の最初 に フ ェ テ ィ ス の講演が行 わ れ、 以 下 に 記 す よ う な 曲 目 が演奏 さ れ た
〔Wanger紅白 1955 : 303-304〕 。 な お 、 作曲年代は、 フ ェ テ ィ ス が記 し た ま ま に し て あ る 。

第 1 部

① フ ェ テ ィ ス の講演
② 『王妃のバ レ エ ・ コ ミ ッ ク 』 か ら の抜粋、 ア ン リ 3 世の 治世下の 1581年、 ド ・ ジ ョ ワ

イ ユ ー ズ公爵の結婚式 の 際 に 上演 さ れた も の
③ ペ リ ／ カ ッ チ ー ニ 『エ ウ リ デ ィ ー チ エ 』 (1590） と モ ン テ ヴ ェ ル デ イ 『 オ ル フ ェ オ 』

( 1607） か ら の抜粋
④ カ ヴ ア ツ IJ Ir セ ル セ 』 （1649） か ら の場

第 2 部

⑤ フ ェ テ ィ ス の講演
⑥ リ ュ IJ 『 ア ル ミ ー ド 』 （1686）か ら の モ ノ ロ ー グ と 、 同じ く リ ュ リ 『ペル セ 』 （1682）か

ら 合唱
⑦ カ イ ザー 『パ ジ リ ウ ス 』 （ ド イ ツ ・ オ ペ ラ 、 1649） か ら の ア リ ア
⑧ A. ス カ ル ラ ッ テ ィ 『 ダ リ ウ ス 』 (1701) か ら の場
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⑨ へ ン デル 『ベ レ ニ ー チ エ 』 （1723） か ら の デュ オ
⑮ ペル ゴ レ ー ジ 『奥様女中』 （1734） のデュ オ ・ プ ッ フ Duo bouffe 
@ ラ モ ー 『 ゾ ロ ア ス ト ル』 （1749） か ら の合唱

第 3 部

⑫ フ ェ テ ィ ス の講演
⑬ グ レ ト リ ー 『偽 り の魔法』 （1775） か ら の デュ オ
⑪ グ レ ト リ ー 『ゼ ミ ール と ア ゾール』 か ら の ア リ ア
⑮ グル ッ ク 『 アル ミ － r- J (1777） か ら の デュ オ
⑬ モ ー ツ ア ル ト 『 ド ン ・ ジ ョ ヴ ア ン ニ』 （1786） か ら の ロ ン ド
⑫ パイ ジ ェ ル ロ の 5 重唱曲 （1788)
⑬ ロ ッ シ ー ニ 「 シ ン デ レ ラ 』 （1816） か ら の ア リ ア

⑬ ウ ェ ーパー 『魔弾の射 手』 か ら の場
＠ ロ ヅ シ ー ニ 『 ウ ィ リ ア ム ・ テ ル』 か ら の 3 重唱

こ の 曲 目 を 見 て わ か る こ と は、 音楽史研究が ま だ進んで い な か っ た 時代 で あ り な が ら 、
非常にバ ラ ン ス の と れた見事な 組立 に な っ て い る こ と で あ る 。 1830年代 と い え ば、 音楽史
の 本 は す で に書かれて は い た が、 過去の作品 を 耳で聴 く 機会は極端 に 少 な か っ た。 聴衆に
と っ て 、 こ の演奏会は ま さ に、 未知 と の遭遇で あ っ た に違い な い 。

こ の 第 1 回の 「歴史的演奏会」 は、 コ レ ラ が流行 し て い た最中 に 行 わ れ た に も かか わ ら
ず、 ま た、 長時間の プ ロ グ ラ ム だ っ た に も か か わ ら ず、 大成功 を 収 め た 。 そ の成功の原因

は、 ま ず、 テ ーマの 設定が「オ ペ ラ 」と い う 、 当時の聴衆に最 も なじみ深い ジ ャ ン ル で あ っ
た こ と に あ っ た。 さ ら に 、 独唱者 に、 ヌ リ 、 ル ビ ー ニ 、 ル ヴァス ー ル な ど、 当 時の名歌手
た ち を 多 数揃 え た こ と に あ っ た。 こ の 豪華な顔触れ に加え て 、 有名な フ ラ ン ソ ワ ・ ア プネ ッ
ク が指揮台 に 立 っ た こ と も 、 演奏の水準 を 上げる こ と に な っ た。 演奏 は決 し て 完壁で は な
か っ た が、 演奏会全体の成功 を 妨げる こ と は な か っ た。 そ し て 、 雄弁 な フ ェ テ ィ ス は 次の
よ う な 結論 を 述べ て 、 こ の記念すべ き 演奏会 を し め く く っ た。 「私 は、 み な さ んに劇音楽の
歴史 を 明 ら か に す る こ と に よ っ て 、 み な さ んの喜ぴ を さ ら な る も の に し た い と 思 っ て い た
の です が、 そ れ と 同時 に 、 昔の芸術作品がみ な さ んた ち に与え る に違 い な い 効果 を 演奏家
た ち に見せ る こ と に よ っ て 、 彼 ら の偏見 を な く し た い と も 思 っ て い ま し た。 き ょ う 、 天才
の作品 を 、 み な さ んた ち に 、 時代や形式 に越え て 受入れ さ せ た真の感情 こ そ 、 演奏家た ち
が得 ら れ る も っ と も す ば ら し い レ ッ ス ン だ っ たの です」 〔Wangerm白 1951 : 267〕 。
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3 • 2 . 第 2 回 r歴史的演奏会」
第 1 回 の 成功 に 意 を 強 く し た フ ェ テ ィ ス は、 早速、 2 回 目 の準備 に と り か か っ た。 前 回

は オ ペ ラ と い う ジ ャ ン ル史 だ、 っ た が、 今回 は さ ら に大胆な企画 を 立 て 、 「16世紀」 と い う 時
代で区切 っ た。 彼 は 演奏会 を 3 つ の 部 に分け、 第 1 部 は 宗教音楽、 第 2 部 は 「 コ ン サ ー ト

の 音楽」、 第 3 部 は 舞踏音楽 と い う 構成 に し た。 演奏会は 当 初1832年11 月 18 日 に 設定 さ れた

が、 そ の後延期 さ れ、 12月 16 日 、 ょ う や く パ リ 音楽院の ホ ー ル に お い て 行 わ れた 。

今 回 の 曲 目 は 以下の 通 り だ っ た 〔Wangerm白 1951 : 304ー305〕

第 1 都
① 16世紀の イ タ リ ア 、 フ ラ ン ス 、 ド イ ツ 、 イ ギ リ ス に お け る 宗教音楽の状況 に つ い て の

フ ェ テ ィ ス の講演
② ラ ウ デ ィ ・ ス ピ リ ト ゥ ア リ 、 聖母 に 寄せ る 合唱 カ ン テ ィ ク ム 、 16世紀初頭 に イ タ リ ア

の信心会で演奏 さ れた も の
③ ジ ョ ス カ ン ・ デ ・ プ レ 『 ミ サ ・ ロ ム ・ ア ルメ 』 か ら キ リ エ、 レ オ 10世の礼拝堂で演奏

さ れた も の （1510)
④ 皇帝 シ ャ ルル 5 世の礼拝堂の楽長、 ニ コ ラ ・ ゴ ン ベ ー ルの 5 声の 「 ア ウ’ エ ・ マ リ ア 』

か ら キ リ エ ，（1520)
⑤ ル タ 一作曲、 4 声の 「宗教改革の 第 1 カ ン テ ィ ク ム 』
⑥ ジ ャ ン ・ ム ト ン 『 5 声 の モ テ ッ ト 』 、 フ ラ ン ス 王 フ ラ ン ソ ワ 1 世の礼拝堂で演奏 さ れ た

も の （1525)
⑦ 英国 国 王 へ ン リ ー 8 世が作曲 し 、 礼拝堂で演奏 し た 『 6 声の モ テ ッ ト 』 （1538)

⑧ パ レ ス ト リ ー ナ 『祝福 さ れ し聖母の ミ サ』 か ら サ ン ク ト ゥ ス 、 教皇 シ ク ス ト ゥ ス 5 世

の 礼拝堂で演奏 さ れた も の （1575)

第 2 部
① 16世紀の コ ン サ ー ト 音楽、 声楽、 器楽音楽 に つ い て の フ ェ テ ィ ス に よ る 講演
② ナ ポ リ の セ レ ナ ー ド の な かで歌われた 4 声 の ヴ ィ ラ ネ ッ ラ （1520)
③ ク レ マ ン ・ ジ ャ ヌ カ ン と ク ロ ー ド ・ グデ ィ メ ル に よ る 4 声 ・ 5 声 の複数の シ ャ ン ソ ン

( 153かー1572)
④ ジ ェ ル ヴ ェ ー ズ、 5 声 の ヴ ィ オ ー ル曲
⑤ プエ ブ ラ 作曲、 6 声の女声、 8 つ の ギ タ ー の オ ブ リ ガー ト を も っ 、 ス ペ イ ン の ヴ ィ リ ャ

n，．
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ン シ ー コ 、

⑥ エ リ ザベ ス 女王 の ヴ ァ ー ジナル ・ ブ ッ ク か ら と ら れた エ ビネ ッ ト の 小 曲

⑦ パ レ ス ト リ ー ナ 、 無伴奏の 5 声 に よ る マ ド リ ガル （1505)

⑧ カ ヴ ァ リ エ リ 『 ヴ ィ オ ール、 ヴ ィ オ ロ ン ・ フ ラ ン セ 、 ハ ー プ、 オ ル が ン 、 テ オ ル ポの

た め の協奏曲』

第 3 部

① 16世紀の 舞踏 と 舞踏音楽 につ い て の フ ェ テ ィ ス の講演

② エ ー ル ・ ド ・ ダ ン ス ・ グ ラ ー ヴ、 エ ス テ侯の結婚の 際、 フ エ ラ ー ラ の 宮廷で踊 ら れた

も の

③ サ ラ バ ン ド 、 パヴ ァ ー ヌ 、 ス ペ イ ン風パ ッ サ メ ッ ツ ォ 、 エ ー ル ・ ド ・ ダ ン ス 、 歌わ れ、

楽器で演奏 さ れた も の

④ フ ラ ン ス のパス ・ ダ ン ス 、 フ ラ ン ス 王 ア ン リ 2 世の宮廷で、 カ ト リ ー ヌ ・ ド ・ メ デ イ

シ ス と 女官 た ち に よ っ て 演奏 さ れた も の

⑤ ポ ワ ト ー の プ ラ ン ル と オ ー ヴ ェ ルニ ュ の プ レ ー 、 シ ャ ルル 9 世治世下の も の

⑥ ア ルマ ン ド 、 ク ー ラ ン ト 、 ジ ー グ、 1575年頃 ド イ ツ で踊 ら れた も の

⑦ ロ マ ネ ス カ 、 16世紀末の イ タ リ ア の有名 な エ ール ・ ド ・ ダ ン ス

⑧ シ ュ ヴ ァ リ エ作曲、 エ ー ル ・ ド ・ ラ ・ マ ス カ レ ー ド 、 1587年の サ ン ・ ジ ュ リ ア ン の 夜、
パ リ の 通 り で演奏 さ れた も の

今回 も 、 全体的 に は見れば演奏会は成功 し 、 4 時間 も の 長 さ だ っ た に も か か わ ら ず、 5

つ の作品がア ン コ ー ル さ れた。 ま た、 フ ェ テ ィ ス の講演 も 拍手喝采 を 浴ぴた。 た だ し 、 演

奏の水準は あ ま り 高 い も の で は な か っ た。 特に合唱 に 関 し て は、 少 し 前 に シ ョ ロ ン が練習
を く り か え し 、 高 い 水準の演奏 を 提供 し て い た だ け に な お さ ら の こ と 、 聴衆の耳は厳 し か っ

た。

フ ェ テ ィ ス の 「歴史的演奏会」 は、 宗教音楽の分野では、 到底 シ ョ ロ ン の演奏会 に 太 万
打 ち で き る 水準で は な か っ た が、 過去の音楽 を 復興す る に あ た っ て 、 新 し い地平 を 聴衆 に

提示 し た。 す な わ ち 、 古楽器の使用 で あ る 。

3 • 3 . 古楽器の使用

フ ェ テ ィ ス は 「歴史的演奏会」 に お い て 、 古楽器の使用 を 試み た が、 こ の こ と は、 フ ェ
テ ィ ス が 「歴史的演奏会」 で打 ち 出 し た さ ま ざ ま な新機軸 の な か で も 一一特に現代か ら 見
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て一一特筆すべ き 点 で あ っ た。 し か も 、 フ ェ テ ィ ス は古楽器 を 使用 す る と い う こ と を 大 々

的 に ア ピ ー ル し た。

ヴ ァ ン ジ ェ ル メ は、 フ ェ テ ィ ス が古楽器 を 使用 し た の は 第 2 回 の演奏会が最初の よ う に

記 し て い る 〔Wangermee 1951 : 267〕 。 し か し 、 筆者の調査 に よ れば、 第 1 回 の演奏会 に 先

立 っ て 、 す で に フ ェ テ ィ ス は、 演奏 さ れ る 曲 は、 「各時代の楽器 に よ っ て 、 そ し て 、 各作曲

家の オ ー ケ ス ト ラ の書 き 方 syst色mes d’orchestre に従っ て 伴奏 さ れ る 」 と 宣伝 し て い た

〔Revue musicale, 24 mars 1832〕 。 演奏会のプ ロ グ ラ ム に は、 第 1 部 の 3 番 目 、 ペ リ ／ カ ッ

チ ー ニ 『エ ウ リ デ ィ ー チ エ 』 と モ ン テ ヴ ェ ルデ ィ 『 オ ル フ ェ オ』 か ら の抜粋の と こ ろ での

み、 「ヴ ィ オ ー ル、 パ ス ・ ド ・ ヴ ィ オ ール、 ク ラ ヴサ ン 、 オ ル ガ ン 、 ギ タ ー 、 ハ ー フ。 に よ る

伴奏」 と 記 さ れて い る 。 他の 曲 に つ い て は不明 で あ る が、 少 な く と も 、 こ の 曲 で は 、 ヴ イ

オ ール と ク ラ ヴサ ン が使わ れた ら し い こ と がわ か る 。

第 2 回 の 演奏会で は、 古楽器 は か な り 用 い ら れた よ う で あ る 。 こ の 日 の演奏会 を 聴 い た

文学者 ア ル フ レ ッ ド ・ ド ・ ヴ イ ニ ー は 日 記 に 次 に よ う に記 し て い る 。 「 フ ェ テ ィ ス の歴史的

演奏会 を 聴 い た。 こ の碩学は フ ラ ン ス の不朽の名 曲 を 集め、 そ れ ら を 16世紀 と 同 じ 楽器 に

よ っ て 演奏 さ せ よ う と 考 え た。 ヴ ィ オ ール、 パス 〔 ・ ド ・ ヴ ィ オ ール ？ 〕 、 オ ル ガ ン が、 簡

素で重 々 し い歌の旋律 を 支 え た」 〔Wangerm白 1949 : 19かー191〕 。 な お 、 ヴ イ ニ ー以外に

も 、 ヴ ィ ク ト ル ・ ユ ゴー の よ う に 、 第 2 回 の演奏会 を 聴 い て 大 き な感銘 を 受 け た 文学者が

い た。 ユ ゴー は演奏会の後、 フ ェ テ ィ ス に感謝の手紙 を 書 き 、 さ ら に 、 自 分の劇の な か で

『 ロ マ ネ ス カ 』 と 『ヴ ィ 1） ャ ン シ ー コ 』 を 使わせて も ら い た い と 依頼 し て い る 〔Wangermee

1949 : 191〕 。

フ ェ テ ィ ス は、 第 3 回 と 第 4 回 の 演奏会で も 、 古楽器 を 用 い た が、 そ の 方法 は今 日 か ら

見 ればか な り い い 加減な も の だ っ た。 一度廃れた楽器 を 復活 さ せ る の は、 フ ェ テ ィ ス が頭

で考 え た ほ ど 簡 単 な こ と で は な か っ た の で、 あ る 。 当 時、 ク ラ ヴサ ン 、 バ リ ト ン 、 ヴ ィ オ ラ

・ ダ ・ モ ー レ 、 ヴ ィ オ ラ ・ ダ ・ ガ ンパな ど の 「古楽器」 は、 歴史の表舞台 か ら 姿 を 消 し た

ばか り で、 と こ ろ に よ っ て 、 ま た、 人 に よ っ て は、 な お 、 そ の演奏が行 わ れ て い た 〔Haine :
122〕 。 だが、 フ ェ テ ィ ス が、 パ リ です で に 「古楽器」 に な っ て い た こ れ ら の楽器 を 演奏で

き る 音楽家 を 探す こ と は 困 難 を き わ め た。

そ こ で、 フ ェ テ ィ ス は 妥協 し 、 ヴ ィ オ ラ ・ ダ ・ ガ ン バは チ ェ ロ の よ う に 、 ヴ ィ オ ラ ・ ダ

・ モ ー レ は ヴ ィ オ ラ の よ う に、 高音 ヴ ィ オ ー ル は ヴ ァ イ オ リ ン の よ う に、 そ し て リ ュ ー ト
は ギ タ ー の よ う に調弦 し て 弾かせた と い う 〔Tolbecque : 15-16〕 。

さ ら に 、 第 3 回 の演奏会で は、 ス テ ッ フ ァ ー ニ （1654-1728） の 2 重唱の演奏 に 際 し て 、
伴奏の ク ラ ヴサ ン か ら 歌手 が離れす ぎ た た め に 、 音が と れず、 調子 は ず れ に な っ て し ま っ
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た と い う 批評が見 ら れ る 〔Wangermee 1949 : 192〕 。 ク ラ ヴサ ン は1797年 ま でパ リ 音楽院 に

ク ラ ス が存在 し て い た が、 そ れか ら 30年 あ ま り を 経た 「歴史的演奏会」 の 時点 で は 、 パ リ

の歌手 に と っ て ク ラ ヴサ ン と 歌 う 機会は す で に な く な っ て い た の で あ る 。

実際の演奏方法 に は 問題があ っ た にせ よ 、 と も あ れ、 フ ェ テ ィ ス は 「古楽器」 を 演奏会

場 に持 ち 出 し た最初の 人物だ っ た。 た だ し 、 こ う し た楽器 を フ ェ テ ィ ス は ど こ で調達 し た

の か、 そ れは い ま だ に 知 ら れて い な い 。

3 .  5 . 第 3 固 r歴史的演奏会」
第 3 回 の 演奏会は、 1833年 2 月 24 日 に予定 さ れた が、 実際 に 行 わ れ た の は 3 月 24 日 の こ と

だ っ た。 今回、 パ リ 音楽院側 は ホ ール を 貸す こ と を 認め な か っ た た め、 フ ェ テ ィ ス は広す

ぎ る ヴ ァ ン タ ド ウ ー ル ・ ホ ール で演奏会 を 聞か ざ る を 得な か っ た。

そ ん な こ と も あ っ て 、 今回の演奏会 は、 第 1 回、 第 2 回 の 成功 に は ほ ど 遠 い 出来だ っ た

が、 何 よ り 致命的だ っ た の は、 今回 の企画が し っ か り し て い な か っ た こ と だ っ た。 今 回 、

テ ー マ は17世紀の音楽だ っ た が、 曲 目 構成 は前固 ま での よ う な す っ き り し た も の で は な く 、

雑然 と し て い た。 し か も 、 演奏水準は大 き く 低下 し 、 出演 を 急 に キ ャ ン セ ル し た演奏家が

い た た め に 、 プ ロ グ ラ ム の一部 を カ ッ ト せ ざ る を 得な い よ う な状況だ っ た。

当 時の フ ェ テ ィ ス は、 そ れ ま で勤務 し て い たパ リ 音楽院の 司 書の職 を 辞 し て 、 独立 し た

ばか り の新興国ベル ギー の 音楽院院長 と な る べ く 、 パ リ を 離れ よ う と し て い た。 さ ら に 、

彼 は 借金 を 抱 え 、 音楽批評 の 世界 で は ベ ル リ オ ー ズ な ど か ら 、 強 い 非難 を 浴 び て い た

〔Wangermee 1949 : 191 〕 。 こ う し た状況 は、 フ ェ テ ィ ス が演奏会の準備す る こ と の妨 げ に

な っ た に違 い な い 。

さ ら に 、 ヴ ェ ッ ケ ル ラ ン は、 こ の時フ ェ テ ィ ス が、 ス ト ラ デラ の作品 と し て 演奏 し た 曲

は偽作で、 18世紀末以降の も の だ っ た と 主張 し て い る 〔Weckerlin : 64〕 。 こ の ほ か に、 フ ェ
テ ィ ス 自 身 が古楽の偽作 を 作 っ て い る と い う 風評 も 立 っ た 〔Wangerm白1949 : 192〕 。 そ の

真偽 は は っ き り し な い も の の、 こ う し た風評が、 フ ェ テ ィ ス に対す る 後の評価 を 著 し く 下

げた こ と は確か で あ る 。

3 • 6 . 第 4 固 「歴史的演奏会」
第 4 回 の 「歴史的演奏会」 は1833年 4 月 2 日 、 ヴ ア ン タ ド ウ ー ル ・ ホ ー ル で聞 か れ た 。

起死回 生 を ね ら っ た の で あ ろ う か、 テ ー マ は大成功 を 収め た 第 1 回 と 同 じ 「 オ ペ ラ 史」 で、

曲 目 も ほ と ん ど 第 1 回 と 同 じ だ っ た。 そ れに も か かわ ら ず、 今回の演奏会 は完全 な失敗 に
終わ っ た。 今回 も 第 3 回 と 同様 に 、 演奏会に 際 し て さ ま ざ ま な 不手 際が重 な り 、 し か も 演
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奏の水準が低か っ た た め、 つ い に は聴衆が騒 ぎだす始末 と な っ た。 こ の失敗に深 く 傷つ い

た フ ェ テ ィ ス は、 続 い て 予定 し て い た 「歴史的演奏会J を と り や め、 ベル ギー に 向 か っ た

の で あ る 。

3 • 7 . そ の後の 「歴史的演奏会」
聴衆の無理解 に い っ た ん は絶望 し た フ ェ テ ィ ス だが、 2 年後の 1835年、 ベル ギー王立音

楽院院長 と な っ た フ ェ テ ィ ス は再ぴパ リ で 2 度の 「歴史的音楽会」 を 企画 し た。 そ の 第 1

回 は1835年 4 月 16 日 、 テ ア ト ル ・ イ タ リ ア ン を 会場 と し て 、 「16、 17世紀の旋律 と 和声 の 発

展」 と い う テ ー マで聞かれた。 こ れは、 こ れ ま での歴史的演奏会の レ ジ ュ メ と な る も の だ っ

た が、 今回 も 失敗に終わ り 、 つ い に予定 さ れて い た 2 回 目 は 聞 か れ る こ と がな か っ た 。

4 月 16 日 の演奏会の あ と 、 フ ラ ン ス の各紙 に は手厳 し い批評がの っ た。 そ の な か に は、

「ベル ギ 一 人」 フ ェ テ ィ ス に対す る 差別意識が姿 を 見せ て お り 、 さ ら に、 「lレ ヴ ュ ー ・ ド ・

パ リ Revue de Paris」 紙 に は、 次の よ う な一節があ る 。 「 フ ェ テ ィ ス 氏 は、 パ リ の聴衆 に 16

世紀の大量の楽器 を ベル ギーか ら 運ん で く る と 知 ら せ て お き なが ら 、 賢明 に も 、 こ れ ら の

楽器 を 国境 に置 い て き た。 フ ェ テ ィ ス 氏 が約束 し て い た に も かか わ ら ず、 第 1 回 の コ ン サ ー

ト で は、 レ ベ ッ カ の 尾 も 見 え な け れ ば、 ヴ ィ オ ラ ・ ダ モ ー レ の 袖 も 見 え な か っ た」
〔Wangermee 1949 : 195〕 。

そ の20年後、 1855年 4 月 14 日 、 フ ェ テ ィ ス は再度、 パ リ で再度 「歴史的演奏会」 を 聞 い た。

し か し 、 音楽史の基礎研究が20年前 に比べ て 進 ん だ こ と も あ っ て 、 フ ェ テ ィ ス は年代設定

の あ や ま り や 「編曲 」 し た こ と な ど を 糾弾 さ れ、 ま た も や演奏会は失敗 し た 位 2 ) 0 
さ ら に 、 1867年のパ リ 万国博 に 際 し て は、 「歴史的演奏会」 の シ リ ー ズ を 聞 く プ ラ ン も 出

さ れ、 フ ェ テ ィ ス が組織委員会の長 に選ばれたが、 財政的 な 問題 か ら 、 結局、 こ の計画 は
実現 し な か っ た 位 3 ) 0 

も っ と も 、 パ リ での演奏会 は失敗つづ き だ、 っ た と は い え 、 フ ェ テ ィ ス の ホ ー ム グ ラ ウ ン

ド は、 す で にパ り か ら ブ リ ュ ッ セ ル に移 っ て い た。 1837年以来、 フ ェ テ ィ ス は こ の新天地

で 「歴史的演奏会」 を 聞 き つづけ、 同時に 音楽院の古楽器の コ レ ク シ ョ ン を 増や し て い っ

た。 こ う し て 、 フ ェ テ ィ ス の お か げで、 ブ リ ュ ッ セ ル は 19世紀末以来、 古楽復興の 中 心地
と な っ た の で あ る 。

4 . 結 論

19世紀前半 の フ ラ ン ス の古楽復興 は、 フ ェ テ ィ ス と 、 そ の 先達 と な っ た シ ョ ロ ン の二人
の 力 で な さ れた も の で あ り 、 特 に 1830年代 に フ ェ テ ィ ス が古楽復興の た め にパ リ で行 っ た
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一連の 「歴史的演奏会」 は さ ま ざ ま な面で時代 に 先駆 け た試み だ っ た。 し か し 、 フ ェ テ ィ
ス の こ の 試 み に 、 こ れ ま で正 当 な評価が与 え ら れて き た と は言 い がた い 。 そ れは、 後の世
代の フ ラ ン ス の 音楽学者がフ ェ テ ィ ス に対 し て 偏見 を 抱 い て い た こ と に起因 し て い る の で
は な い だ ろ う か。 彼 ら に と っ て 、 フ ェ テ ィ ス は、 さ ま ざ ま な点 で罪 を お か し て い た。 ま ず、
「偉大 な ベル リ オ ー ズ を 批判 し た」 罪 他4 ） 、 ま た、 ベー ト ー ヴ ェ ン の究響曲 を 「添削 し て

し ま っ た」 許 し が た い 罪 、 「同時代の前衛音楽 を 理解 し な か っ た 」 罪、 さ ら に 、 「パ リ 音楽
院蔵書 を ベル ギー に持 ち 出 し た」 罪 ｛注 目 な ど で あ る 。

「歴史的演奏会」 に 限 っ て い え ば、 先述 し た と お り 、 「偽作 と 思 わ れ る 作品 を プ ロ グ ラ ム

に入れた」 こ と や 「勝手 に編曲 し た」 こ と な ど が、 そ の 罪状 に付け加 え ら れた。

し か し 、 過去の 音楽の復興が進み、 古楽器 に よ る 演奏が当 た り 前 に な っ た現在、 改め て
古楽復興者 と し て の フ ェ テ ィ ス を 見 直す と一一フ ェ テ ィ ス 後の古楽復興の過程が辿 っ た道

筋 を 思 い 起 こ す と な お さ ら の こ と一一フ ェ テ ィ ス の思想 と 活動がい か に時代 に 先駆 け て い
た も の で あ っ た かが理解で き る の で あ る 。

〔注〕

1 . シ ョ ロ ン の 学校 は 閉校 し た が、 彼の思想 は、 1853年 に ル イ ・ ド ・ ニ ー デル メ イ エ
Louis de Niedermeyer (1802ー1861） が聞 い た 「古典宗教音楽学校 Ecole de Musique 
classique et religieuse」 に受 け継がれ、 ガブ リ エル ・ フ ォ ー レ を 始め と す る 多 く のユ
ニ ー ク な音楽家 た ち を 生み 出 す こ と と な っ た。

2 . 引 用文献 に挙げた ヴ ェ ッ ケ ル ラ ン お よ び フ ァ ラ ン ク の論文 を 参照の こ と 。
3 . そ の経緯 に つ い て は、 Comettant (Oscar) , La m附ique, les musiヒiens et les 

instrumenぉ de musique chez les d切erenぉ ρeupl旨s du monde. A rchives de tous les 

documents qui se rattachent ii l'E:.ψosition internationale de 1867, Paris, 1867, pp. 119 

-113 参照の こ と 。

4 . ベル リ オ ー ズの側 か ら フ ェ テ ィ ス に対す る 攻撃 も 激 し く 、 『幻想交響曲op. 14』 の続編
と し て 書か れた 『 レ リ オ あ る い は生への復帰op, 14bis』 では、 レ リ オ の独 白 の な か で、

フ ェ テ ィ ス を あ か ら さ ま に批判 す る 文章 を 入れて い る 。

5 . こ の 問題 に つ い て は、 ル シ ュ ールの研究に詳 し く 述べ ら れて い る 。 〔L田町e (Fran�ois) , 
L 'A ff a ire Fl倣， in Revue beige de musicologie xxviii-xxx(1974ー76) , pp. 214·ー221〕
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